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さらに高感度で高計数率な次世代 PET 装置の設計のために、 EGS4 モンテカルロ・コードをベースにした PET 装
置シミュレータを開発した。本シミュレータでは、各検出器のガンマ線計数を求めた後、回路の不感時間を考慮した
計数損失モデルにしたがって装置全体の雑音等価計数率を計算する。大面積 DOI (Depth Of Interaction) 検出器を















ッドを移動させる 3 次元連続データ収集・再構成法を提案している。提案手法を実際の PET 装置に実装し、分
解能の低下なく、体軸方向の広い範囲に渡って均一な感度が得られることを示している。
(3)より高感度で高計数率な次世代 PET 装置として、高発光効率と短発光減衰時間をもっ GSO (Gd2Si05Ce) シン
チレータとフラットパネル PS-PMT (位置感応型光電子増倍管)を組み合わせた DOI (Depth Of Interaction) 
ブロック検出器を被検体を取り囲むように配置した高い検出効率の PET 装置を設計し、また数え落とし軽減の
ための PS-PMT のアノード信号分割法の提案と最適分割数の検討を行っている。そしてシミュレーションにより、
その性能を確認している。
以上のように、本論文は、より高感度で高性能・効率的な PET 装置の開発を行い、実機に搭載・市販してその性
能と実用性を確認するとともに、次世代型 PET 装置の提案とシミュレーションを行ったものである。よって、本論
文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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